
作用機構分類
コード

殺菌剤

ＩＣボルドー６６Ｄ       1) Ｍ1  ○ 23年度特採

アタッキン水和剤 25，１ ○ ○

アミスター２０フロアブル 11 ○ ○ ○ ○

アミスターオプティフロアブル 11,Ｍ5 ○ ○ ○ ○ 19年度採用

エトフィンフロアブル 22 ○ ○  27年度採用

オーソサイド水和剤８０ Ｍ４ ○ ○ ○

オラクル顆粒水和剤 21 ○ 22年度採用

オラクル粉剤 21 ○ 23年度採用

キノンドーフロアブル Ｍ１ ○

キノンドー水和剤４０ Ｍ１ ○

シグナムＷＤＧ 11，７ ○ ○ ○ ○ ○ 23年度採用

ジマンダイセン水和剤 Ｍ３ ○ ○ ○

ストロビーフロアブル 11 ○ ○ ○

ダコニール１０００ Ｍ５ ○ ○ ○ ○

トップジンＭ水和剤 1 ○ ○

ナレート水和剤 31，Ｍ１ ○ ○ ○ ○

ネクスターフロアブル 7 ○ ○ 30年度採用

バリダシン液剤５ Ｕ18 ○ ○

フィールドキーパー水和剤 未定 ○ 30年度採用

フェスティバル水和剤 40 ○ 24年度採用

ベネセット水和剤 40,M03 ○ 令４年度採用

ポリオキシンＡＬ水溶剤 19 ○ 23年度特採

マテリーナ水和剤 31,25 ○

ヨネポン水和剤 Ｍ１ ○ ○

ライメイフロアブル 21 ○ ○ 24年度採用

注：１）野菜類で登録

はくさい　薬剤防除　病害

根
こ
ぶ
病

黒
斑
細
菌
病

商品名　　　　　病害名

はくさい

備考

軟
腐
病

白
斑
病

べ
と
病

黒
斑
病

白
さ
び
病

菌
核
病

11



作用機構分
類コード

殺虫剤

アクセルフロアブル 22Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23年度採用

アグロスリン水和剤 ３Ａ ○ ○ ○ ○ ○

アタブロン乳剤 15 ○ ○ ○ ○

アファーム乳剤 6 ○ ○ ○

ウララＤＦ 29 ○ 27年度採用

オルトラン水和剤 １Ｂ ○ ○ ○ ○ ○

ガードベイトＡ ３Ａ ○

カルホス粉剤 １Ｂ ○

コテツフロアブル 13 ○ ○ ○ ○ 26年度採用

スピノエース顆粒水和剤 5 ○ ○ ○ ○

ゼンターリ顆粒水和剤 11Ａ ○ ○ ○

チューンアップ顆粒水和剤 1) 11Ａ ○ ○ ○ ○

デナポン５％ベイト １Ａ ○ ○

テルスター水和剤 ３Ａ ○ ○ ○ ○

トランスフォームフロアブル ４Ｃ ○ 令4年度採用

バシレックス水和剤　1) 11Ａ ○ ○ ○ ○

ハチハチ乳剤 21Ａ ○ ○ ○ ○ 25年度採用

フェニックス顆粒水和剤 28 ○ ○ ○ ○ 25年度採用

プリロッソ粒剤 28 ○ ○ ○ ○ 28年度採用

プレオフロアブル UN ○ ○ ○ 19年度採用

ベリマークＳＣ 28 ○ ○ ○ ○ ○ 28年度採用

マッチ乳剤 15 ○ ○

モスピラン顆粒水溶剤 ４Ａ ○ ○ ○

モスピラン粒剤 ４Ａ ○ ○ ○ ○ ○

ヨーバルフロアブル 28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 令3年度採用

注：１）野菜類で登録
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